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市民憲章・市花・市木が決まりました
平成18年度 当初予算の概要をお知らせします
○「豊後大野市行政改革大綱」と
　「豊後大野市行政改革集中改革プラン」を策定しました
○各課からのお知らせ
○ぶんごおおのトピックス　くらしのお知らせ
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　本年 1月に「豊後大野市市民憲章及び市花・市木検討委員会」が発足し、3回にわたる検討
を重ねて、以下のとおり決定いたしました。
　これからは、豊後大野市のまちづくりの目標やシンボルとして、さまざまな用途で活用して
参ります。

豊後大野市花『ボタンザクラ』

豊後大野市木『クヌギ』

豊後大野市花『ボタンザクラ』

豊後大野市木『クヌギ』

　ボタンザクラは、ソメイヨシノの花が終
わった後の四月下旬から開花し始めます。
2.5 センチ程の薄紅色の八重の花が咲き乱
れるこのサクラは、古くから豊後大野市大
野町の烏帽子岳浄水寺の庭に咲いていたこ
とが、豊後大野市への由来となります。花々
が重なり合い、一つになって優雅な美しさ
を放つその姿を新市にたとえ、市花として
選定しました。

バラ科  サクラ属  サトザクラグループ

ブナ科  コナラ属

　クヌギは、豊後大野市において広く分布し、
一面の春の新緑・夏の深緑・秋の黄葉と、地
域特有の他に誇れる景観を作り出す樹木です。
　産業面では、薪炭材としての活用の歴史や、
量的・質的に全国有数の椎茸生産地であるこ
とからも、その原木として非常に重要な役割
を果たしています。
　市内全域に分布し、四季を彩るこの樹木は、
豊後大野市にとって欠かせない存在であるこ
とから、市木として選定しました。

　

わ
た
し
た
ち
豊
後
大
野
市
民
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
と
母
な
る
大
野
川
の

も
と
で
多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
資

源
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ま
ち
の
市
民
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な

誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
自
然
と
文
化

を
未
来
へ
つ
な
ぎ
、
活
力
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
市
民

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、豊
か
な
自
然
を
守
り
、
美
し
い  

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
て
、

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、芸
術
を
愛
し
教
養
を
高
め
、
文
化

の
香
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、働
く
こ
と
に
喜
び
を
持
ち
、
活
力

の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
、
温
か

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

前
文

本
文

豊
後
大
野
市
市
民
憲
章
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平
成
18
年
3
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、平
成
18
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。本
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、国
の
「
三
位
一
体
改

革
」に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
や
地

方
交
付
税
の
見
直
し
等
に
よ
り
、昨
年
を
上
回
る
厳

し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
財
政
状
況
を
ふ
ま
え
、予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
を
念

頭
に
、従
来
に
も
増
し
て
経
常
経
費
削
減
や
事
務
・

事
業
の
効
率
化
に
向
け
精
査
し
、投
資
的
な
経
費
へ

の
充
当
と
質
的
改
善
を
図
り
、市
民
生
活
に
密
着
し

た
事
業
の
推
進
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、引
き
続
き
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、監
査
機
能
の
充
実
等
に
よ
る
事
務
事

業
の
不
断
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、地
方
分
権
の
受

け
皿
と
し
て
の
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、市
民

福
祉
の
向
上
と
市
勢
の
発
展
を
図
る
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
、多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対

応
す
べ
く
、平
成
18
年
度
予
算
を
次
の
と
お
り
編
成

い
た
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
2
5
0
億

9
千
5
百
万
円
で
、対
前
年
度
当
初
比
2.
4
%
の
増

と
な
り
ま
し
た
。増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、合
併

市
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
で
あ
る
国
や
県
の

補
助
金
を
活
用
し
、学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
新
設

や
戸
籍
の
電
算
化
を
図
る
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
導

入
等
の
事
業
費
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、地
方
交
付
税
の
占
め
る
割
合
が

44.
8
%
と
最
も
大
き
く
、以
下
、市
税
11.
3
%
、市

債
10.
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。自
主
財
源
の
割
合
は

20.
9
%
で
、前
年
度
よ
り
1.
8
%
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、主
に
基
金
繰
入
金
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
け
る
義
務
的
経
費
の
割
合
は
、対
前

年
度
当
初
で
人
件
費
が
0.
4
%
の
減
、扶
助
費
は

4.
8
%
の
増
、公
債
費
は
0.
5
%
の
増
と
な
り
、全

体
と
し
て
は
、0.
9
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、投
資
的
経
費
は
、合
併
補
助
金
等
の
活
用
に

よ
り
、対
前
年
度
当
初
で
16
.
5
%
の
増
と
な
り
ま

し
た
。（
表
1
参
照
）

●
自
治
基
本
条
例
制
定
事
業

●
ふ
る
さ
と
イ
キ
イ
キ
事
業
（
周
辺
部
対
策
）

8
5,
0
0
0
千
円

平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
間
、市
内
7
町

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
等
を
活
か
し
た
事
業
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

●
大
分
に
こ
に
こ
保
育
支
援
事
業

公
立
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
第
2
子
3
歳
未
満

児
に
つ
い
て
は
保
育
料
を
半
額
減
免
、ま
た
第
3

子
以
降
3
歳
未
満

児
の
保
育
料
は
全

額
免
除
し
ま
す
。

●
不
妊
治
療
費
助
成

　

事
業

不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
ご
夫
婦
の

経
済
的
負
担
の
軽

減
と
、少
子
化
の

緩
和
を
図
り
ま

す
。助
成
対
象
と

な
る
不
妊
治
療

は
、人
工
授
精
、体

外
受
精
、顕
微
授

精
等
の
医
療
費
適

用
外
の
治
療
と

し
、1
組
の
夫
婦

に
対
し
1
年
度

10
万
円
を
限
度
で

一
般
会
計
予
算
＝
総
額
2
5
0
億
9
千
5
百
万
円

で
、周
辺
部
対
策
事
業
な
ど
を
重
点
に

本
年
度
の
主
要
事
業

歳出の性質別内訳（表１） （単位：千円、％）
項　　　目 伸率
投資的経費 16.5

義務的経費 0.9

その他の経費 △ 1.86,690,795
14,303,461
6,572,343

14,181,245

3,577,9604,169,196
前年度予算額本年度予算額

※投資的経費とは、普通建設事業費及び災害復旧事業費をいいます。
※義務的経費とは、人件費、扶助費、公債費をいいます。
※その他の経費の主なものは、物件費、補助費等、繰出金などです。
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自主財源

依存財源
７９．２%

地方交付税
４４．８%

その他 ０．８%

繰入金、繰越金
４．３%

１０．０%

国県支出金
     

市税
１１．３%

分担金・負担金
使用料・手数料
４．4%

 １８．９%

２０．8%

市債

・財産収入
・諸収入
・寄附金

（単位：千円、％）

科　目 金額 構成割合

自主財源 5,232,353千円

市税 2,847,606 11.3%

依存財源 19,862,647千円

繰入金・繰越金 1,068,293 4.3%
分担金･負担金、
使用料･手数料 1,120,594 4.4%

その他 195,860 0.8%
地方交付税 11,240,759 44.8%
国県支出金 4,731,068 18.9%
市債 2,501,300 10.0%
その他 1,389,520 5.5%

計 25,095,000 100.0%

その他５．５%歳入 ・地方消費税交付金
・自動車取得税交付金 外

・地方特例交付金

（単位:円）

内　　容 市民一人当たり額
福祉･年金･医療など 133,024
国や銀行などから借り入れたお金の返済金 118,238
総務・税務・住民基本台帳・選挙・統計調査など 83,905
小中学校･社会教育・学校給食など 65,784
農業・林業・水産業の振興 58,261
道路･橋･都市計画・公共下水道などの維持管理 42,122
保健衛生･環境衛生・ごみ処理など 37,673
消防業務・消防施設整備など 28,205

災害復旧費 農林施設や公共施設の災害復旧費 8,213
議会費 議会の運営費 5,180
商工費 商工業の振興 4,409
労働費 勤労者の経済的地位の向上など 381
その他 諸支出金･予備費 1,169

586,564
豊後大野市3月末人口（42,783人）

市民一人当たりに使われるお金
科　目

民生費
公債費
総務費

消防費

そ
の
他

計

教育費
農林水産業費
土木費
衛生費

5
年
度
の
助
成
期
間
と
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
市
単
独
追
加
）

3
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
に
係
る
医
療
費

の
自
己
負
担
額
を
償
還
払
い
に
て
全
額
助
成
し
ま
す
。

●
集
落
営
農
組
織
・
育
成
強
化
緊
急
対
策
事
業

水
田
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
生
産
構
造
を

改
革
し
、か
つ
地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
た

め
の
集
落
営
農
の
組
織
化
、法
人
化
を
図
る
た
め
に
、新

た
な
集
落
営
農
組
織
を
設
立
又
は
法
人
化
す
る
等
の
効

率
的
な
生
産
体
制
整
備
を
支
援
（
補
助
）し
ま
す
。

●
農
業
経
営
構
造
改
善
対
策
事
業
（
担
い
手
緊
急
地
域
）

●
乳
用
牛
保
留
事
業

●
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業

●
椎
茸
種
駒
補
助
事
業

●
市
道
改
良
事
業

●
市
営
住
宅
建
設
・
改
修
事
業

●
消
防
分
庁
舎
（
分
署
）建
設
事
業

常
備
消
防
を
1
市
1
消
防
本
部
体
制
に
す
る
た
め
に
、

主
に
朝
地
町
、大
野
町
を
管
轄
と
す
る
消
防
車
及
び
救

急
車
を
配
備
し
た
消
防
署
を
建
設
し
ま
す
。

●
災
害
時
参
集
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

災
害
時
、職
員
等
参
集
シ
ス
テ
ム
。携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
で
各
防
災
関
係
職
員
や
消
防
団
員
に
連
絡
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

●
防
災
無
線
統
合
・
整
備
事
業

●
犬
飼
中
学
校
プ
ー
ル
等
改
築
事
業

●
緒
方
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

●
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事
業
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平成 18 年度 当初予算の概要をお知らせします

特別会計予算（表２） （単位：千円、％）

平成１８年度 平成１７年度 増減額 増減率
国民健康保険特別会計 4,393,491 4,294,231 99,260 2.3
国民健康保険直営診療所特別会計 80,383 91,704 △ 11,321 △ 12.3
介護保険直営診療所特別会計 1,331 1,646 △ 315 △ 19.1
老人保健特別会計 7,600,303 7,588,468 11,835 0.2
介護保険特別会計 4,280,176 4,131,025 149,151 3.6
農業集落排水特別会計 160,027 368,149 △ 208,122 △ 56.5
公共下水道特別会計 94,085 89,582 4,503 5.0
浄化槽施設特別会計 51,000 69,396 △ 18,396 △ 26.5
簡易水道特別会計 378,000 337,181 40,819 12.1

（単位：千円、％）

平成１８年度 平成１７年度 増減額 増減率
収益的収入 271,613 268,201 3,412 1.3
収益的支出 239,008 242,275 △ 3,267 △ 1.3
資本的収入 65,968 78,120 △ 12,152 △ 15.6
資本的支出 144,571 166,777 △ 22,206 △ 13.3
収益的収入 2,204,312 2,189,850 14,462 0.7
収益的支出 2,399,045 2,329,920 69,125 3.0
資本的収入 102,458 109,172 △ 6,714 △ 6.1
資本的支出 176,607 193,162 △ 16,555 △ 8.6

公立おがた総合病院
特別会計

会　計　区　分

会　計　区　分

上水道特別会計

衛生費
６．４%

土木費
７．２%

教育費
１１．２%

農林水産業費
９．９%

総務費
１４．３%

民生費
２２．７%

公債費
２０．２%

消防費４．８% その他３．３%
・災害復旧費
・議会費
・商工費 外

　

清
川
町
、緒
方
町
、朝
地
町
、大
野
町
に
対
応
す

る
新
共
同
調
理
場
と
し
て
朝
地
町
に
建
設
し
ま

す
。千
歳
町
に
つ
い
て
は
、犬
飼
調
理
場
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
改
修
工
事
と
調
理
器
具
を
設
置

し
ま
す
。

　

こ
の
他
、国
・
県
の
新
た
な
施
策
等
に
つ
い
て

は
、年
度
途
中
に
補
正
予
算
で
適
切
に
対
応
し

生
活
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、引
き
続

き
経
費
の
節
減
に
努
め
な
が
ら
足
腰
の
強
い
行

財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、各
会
計
と
も
に
健
全
で
安

定
的
な
収
支
を
図
り
、そ
の
適
正
な
運
営
を
図

り
ま
す
。ま
た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
金

等
に
も
、で
き
る
だ
け
依
存
し
な
い
運
営
を
目

標
に
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
表
2 

参
照
）

　

こ
う
し
た
財
政
状
況
を
ふ
ま
え
、予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配

分
を
念
頭
に
置
き
、従
来
に
も
増
し
て
経
常
経
費

削
減
や
事
務
・
事
業
の
効
率
化
に
向
け
精
査
し
、

可
能
な
限
り
投
資
的
な
経
費
へ
の
充
当
と
質
的

改
善
を
図
り
、効
果
的
な
公
共
投
資
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、将
来
に
お
け
る
本
市
の
税
源
の
確
保
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、市
民

福
祉
の
向
上
と
市
勢
の
発
展
を
図
る
施
策
を
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よ
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と
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《1》協働社会の構築 《2》選択と集中

プランにおける具体的実施項目
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規模を大きくして得られる効果・利益。規模の拡大につれて、単位あたりの費用が低下すること。
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「豊後大野市行政改革大綱」と
「豊後大野市行政改革集中改革プラン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を策定しました

行政改革の取組行政改革の取組行政改革の取組
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権
型
社

会
に
適
応
で
き
る
自
主
性
・
自

立
性
の
高
い
行
財
政
基
盤
の
確

立
を
め
ざ
し
て
、こ
の
度
、「
豊

後
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」（
計

画
期
間
H
１７
年
度
〜
H
32
年

度
）及
び「
豊
後
大
野
市
行
政
改

革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」（
計
画
期

間
H
１７
年
度
〜
H
21
年
度
）を

策
定
し
ま
し
た
。

　

基
幹
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
、真
に
希
望
と
誇
り
の
持

て
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
は
、こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
個
々
の
町
村
の
対
応
で
は

限
界
が
あ
り
、地
域
総
体
と
し
て

地
域
発
展
を
支
え
る
体
制
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト（※

１
）を
最
大
限
に
い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、次

の
世
代
に
責
任
と
誇
り
を
持
っ

て
つ
な
ぎ
渡
せ
る
地
域
を
創
造

す
る
た
め
に
も
、本
大
綱
・
プ
ラ

ン
に
よ
り
、市
民
・
行
政
が
一
丸

と
な
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
要
で
す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
や
地
域
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（※

２
）

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
行

政
か
ら
生
活
者
へ
と
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
を
移
行
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
点
を
着
実
に
実
行

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
本
大
綱
の
基
本
方
針
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
豊
後

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
の
方
針

に
従
い
、
平
成
１７
年
度
か
ら
平

成
２１
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
そ
の
期
間
内
に

お
け
る
集
中
的
な
取
組
を
示
す

集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
の

背
景
・
実
施
手
順

（１）市民と行政との「協働社会の構築」
（２）事務・事業の「選択と集中」
（３）慣例やこれまでの経緯にとらわれず
　　上記２点を実行する「組織・機構の構築」

施策の体系
（協働社会の構築・選択と集中）
分権型社会に対応できる自主性・自立性の
高い行財政基盤の確立

目標額の設定
（歳入に見合った歳出削減）
集中改革プラン（平成 17年度～ 21年度）
削減目標額 13.2 億円

■協働社会の構築
① 市民参画機会の増大
② NPO・ボランティア団体の育成と強化
③ 広報・広聴活動の充実・強化
④ 公正性及び透明性の確保

■選択と集中
１ 効率的な予算編成と行政経費の削減
　 ① 効果的な予算の執行
　 ② 事業の計画的執行
　 ③ 徴収率の向上等自主財源の確保
　 ④ 入札・契約の公正の確保
２ 事務事業の整理統廃合と業務形態の見直し
　 ① 事務・事業の整理、合理化
　 ② 民間活力の推進
　 ③ 附属機関及び外郭団体の見直し
　 ④ 公社、第三セクターの見直し
　 ⑤ 補助団体の見直し
　 ⑥ 公共施設の整理・統廃合

■「協働社会」と「選択と集中」を
　 実行する組織機の構築
１ 総合的、機能的及び戦略的な行政組織の構築
　①重点施策を効率的に推進する体制の構築
　②政策形成及び事業調整機能の充実・
　　強化を図る体制の構築
　③迅速かつ柔軟に対応する体制の構築
２ 効率的な行政組織の見直しと適正な人事管理
　①行政組織のスリム化
　②行政組織機構の見直しと人事管理の適正化
　③職員の資質向上
　④総人件費の抑制

も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
プ
ラ
ン
は
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
や
計
画
内
容
の

進
捗
状
況
に
照
ら
し
、
必
要
に

応
じ
て
適
宜
見
直
し
を
行
う
も

の
と
し
ま
す
。
そ
の
際
、

PD
CA

サ
イ
ク
ル
（
計
画
策
定

（Plan

）↓
実
施
（D
o

）↓
検
証

（Check

）↓
見
直
し（A

ction

））

に
基
づ
き
不
断
の
点
検
を
行

い
、
各
過
程
に
お
い
て
市
民
等

の
意
見
を
反
映
す
る
仕
組
み
を

整
え
、そ
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
広
聴
機
能
や
議
会
機
能

の
充
実
も
図
り
、
市
民
の
声
が

集
約
さ
れ
市
政
に
反
映
さ
れ
る

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

（
６
億
円
）

公
債
費
の
圧
縮

（
１
億
２
千
万
円
）

物
件
・
補
助
費
等
の
縮
減

（
６
億
円
）

人
件
費
の
抑
制

① 起債のシーリング（※3）
　 30億円
　（22年度以降25億円）
② 繰上償還
　 3億円
③ 地域振興基金造成
　 20億円
　（合併特例債19億円）

① 公共施設の整理
　 重複・類似施設の統廃合等
② 補助団体の統廃合等
　 自立化促進、統廃合等による
　 補助金の削減
③ 公社、三セク、委託料の
　 見直し

① 職員総数の純減
　 早期退職勧奨
　 新規採用職員の抑制
② 報酬・給与の見直し
　 嘱託職員の減員
　 職員給与の見直し
③ 行政組織機構の見直し
　 部、課、支所等の見直し

プランにおける具体的実施項目プランにおける具体的実施項目プランにおける具体的実施項目
１．借入れの上限設定や、繰上償還による「公債費の圧縮」
２．公共施設の整理・補助団体等及び
　  公社等の見直しによる「物件・補助費等の縮減」
３．適切な定員管理等による「人件費の抑制」
４．課税客体の的確な把握や市有財産の有効活用等による
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　「歳入の確保」

豊後大野市行政管理室行革推進係
℡ 0974-22-1001（内線2074）

問い合わせ先

（本大綱とプランは豊後大野市ホームページでもご覧いただけます。）

（※2）パートナーシップ…住民と行政がともに協力しあうこと。
（※3）シーリング…………予算編成において、これ以上は要求できないという概算要求の限度。

「豊後大野市行政改革大綱」と
「豊後大野市行政改革集中改革プラン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を策定しました

行政改革の取組行政改革の取組行政改革の取組

● 集中改革プランの体系図 ● 　
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児童手当制度が拡充されました

　

3
月
末
に
開
催
さ
れ
た
三
重
町
真
名
野

長
者
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、
市
内
各
町
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
豊
後
大
野
市
の
春
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
、
三
重
町
内
山
公
園
と
三
重
駅
前
商
店
街
を
会

場
に「
第
17
回
真
名
野
長
者
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ま
つ
り
に
は
、
こ
の
真
名
野
長
者
伝
説
を
通
じ
て
交

流
の
あ
る
韓
国
益
山（
イ
ク
サ
ン
）市
か
ら
関
係
者
も
参
加
。

用
明
天
皇
役
に
ジ
ュ
・
ヨ
ン
ヒ
ョ
ン
さ
ん
、般
若
姫
役
に
イ
・

ジ
ン
フ
ァ
さ
ん
の
二
人
が
行
列
に
参
加
し
、
賑
や
か
で
国
際

色
豊
か
な
行
列
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
4
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
の
間
、
緒
方
町
原
尻
の
滝

周
辺
で
「
緒
方
町
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
6
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
地
元
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
風
船
飛
ば
し
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
歌
で
始
ま
り
ま

し
た
。風
船
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
彩
ら
れ
た
会
場
に
元
気
な

歌
声
が
響
き
わ
た
り
、
華
や
か
な
幕
開
け
と
な
っ
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
。80
種
50
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

4
月
2
日
は
「
第
19
回
御
嶽
流
神
楽
大
会
」
が
清
川
町
神

楽
の
里
能
場
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
初
雨
だ
っ
た
天

候
も
、「
太
陽
が
神
々
の
舞
い
を
一
目
見
た
い
」と
い
う
よ
う

に
徐
々
に
回
復
し
、
会
場
は
県
内
外
か
ら
の
神
楽
フ
ァ
ン
で

い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。3
つ
の
神
楽
座
が
一
堂
に
舞
う

出
合
神
楽
や
、
来
場
者
も
参
加
し
て
の
柴
曳
き
な
ど
、
会
場

全
体
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
4
月
16
日
に
は
「
平
成
18
年
度
え
ぼ
し
岳
ぼ
た
ん

桜
ま
つ
り
」
が
大
野
町
え
ぼ
し
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
す
っ
か
り
春
め
い
た
陽
気
の
中
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。会
場
の
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
も
市
花

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
咲

い
て
い
る
よ
う
で
、
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
を
彩
っ
て
い
ま

し
た
。

豊
後
大
野
市
に

　
　
　
　

　
　
　
　

 　
が
き
た
！

が
き
た
！

豊
後
大
野
市
に

　
　
　
　

 　
が
き
た
！

春

韓
国
か
ら
も
行
列
に
参
加（
用
明
天
皇

役
の
ジ
ュ
・
ヨ
ン
ヒ
ョ
ン
さ
ん（
写
真

左
）と
般
若
姫
役
の
イ
・
ジ
ン
フ
ァ
さ
ん

◀（
写
真
右
）

市
長
も

真
名
野
長
者
を
演
じ
ま
し
た

◀

▶
暖
か
い
陽
気
の
中
、神
楽
を
満
喫

▶
満
開
の
木
も
、会
場
で
ち
ら
ほ
ら
と
見
ら
れ
ま
し
た

80
種
50
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
会
場
を

埋
め
尽
く
し
ま
し
た

▶

▶
園
児
が
大
き
な
声
で

　
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
歌
を
披
露

◀
山
香
神
楽
社
の
迫
力
あ
る
「
湯
立
て
」

に春春春春春春春春春春春春春

◀
息
の
揃
っ
た
見
事
な
舞
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福祉事務所生活支援課子育て支援係
℡ 0974-22-1001（内線2144）

児童手当制度が拡充児童手当制度が拡充されされました児童手当制度が拡充されました

拡充の内容

平成18年
4月1日
から

　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校６
年生（12歳到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられました。

認定請求の手続きが必要となります

●小学校４年生の児童がいる保護者の皆様　（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）
　これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた保護者の方は、特段の手続きをする必要はありません。

●小学校５年生または６年生の児童がいる保護者の皆様　（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）
　これまで、児童手当を受給していない保護者の方は認定請求、児童手当を受給していた保護者の方は額改定認定
　請求の手続きが必要となります。

●これまで、所得制限により児童手当を受給していない保護者の皆様
　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給できる場合がありますので、該当する保護者の方は認定請求
　の手続きが必要となります。
　所得制限限度額は、前年（１月から５月までの月分については前々年）の所得額で判定します。

扶養親族等の数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

自営業者
(国民年金加入者)
４６０．０
４９８．０
５３６．０
５７４．０
６１２．０
６５０．０

サラリーマン
(厚生年金等加入者)

（単位：万円）

５３２．０
５７０．０
６０８．０
６４６．０
６８４．０
７２２．０

（注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がある者に
ついての限度額（所得額ベース）は上記の額に当該老人控除対象配偶者又は老
人扶養親族１人につき６万円を加算した額。
（注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、１人につ
き38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であるときは
44万円）を加算した額。

支給
月額

第１子…5,000円　第２子…5,000円
第３子以降…10,000円

改正にともなう手続方法等は
保護者あてに郵送します

問い合わせ先

　新たに児童手当を受けられる児童の保護者の皆様については、市の窓口（公務員は勤
務先）で認定請求の手続きが必要となります。改正に伴う新規請求は平成18年９月30日
まで受け付けたものに限り、特例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかの
ぼって支給されます。

「
戸
口
勝
山　

書
展 

　

 

〜
文
字
に
は
表
情
が
あ
る
〜
」

と
き　

４
月
29
日
（
土
）
〜
５
月
14
日
（
日
）

９
時
〜
16
時
30
分※

期
間
中
、
月
曜
日
休
館

講
演
会

４
／
30
（
日
）
第
１
回
書
と
日
本
人
の
心

５
／
４
（
木
）
第
２
回
道
具
と
技

５
／
７
（
日
）
第
３
回
文
字
に
は
表
情
が
あ
る

　

い
ず
れ
も
時
間
は
、

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
ま
で

会
場　

朝
倉
文
夫
記
念
文
化
ホ―

ル

◇
問
い
合
わ
せ
先

朝
倉
文
夫
記
念
館

　

０
９
７
４
ー
７
２
ー
１
３
０
０

朝
倉
文
夫
記
念
文
化
ホ
ー
ル
の
催
し

　

大
分
県
美
術

協
会
書
道
部
会

長
で
、
書
家
の

戸
口
勝
山
氏
の

個
展
。

　

会
期
中
に
は

会
場
で
書
に
つ

い
て
の
講
演
会

も
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　
が
き
た
！
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▲ 立派に新調
された太鼓

▲

早
速
ぼ
た
ん
桜
ま
つ
り

で
も
、
新
し
い
衣
装
で

舞
い
ま
し
た
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い

　

平
成
17
年
度
豊
後
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
研

修
会（
豊
後
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・
豊
後
大

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
）が
3
月
20
日
、豊
後
大
野
市
三

重
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
が
お
よ
そ
１
０
０
名
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
に
続
き
、10
名
程
度
に
分
か
れ
て
自
由
討
議
が
あ
り
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は「
同
じ
志
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、今

後
の
活
動
の
参
考
に
な
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲

中
津
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ「
沖
代
す
ず

め
」代
表
の
吉
田
日
出
子

さ
ん
の
講
演

▲講演を聴く参加者のみなさん

一
日
女
性
警
察
官

三
重
ロ
ー
タ
リ
ー
で
呼
び
か
け

　

４
月
12
日
、
一
日
女
性
交
通
警
察
官
の
委

嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
三
重
警
察
署
長
が

市
内
各
事
業
所
の
女
性
10
名
に
委
嘱
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
豊
後
大
野
地
区
安
全
運
転
管

理
協
議
会
の
中
和
田
義
孝
会
長
が「
市
か
ら

交
通
事
故
を
1
件
で
も
な
く
す
よ
う
願
い

を
込
め
街
頭
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」と
挨

拶
。そ
の
後
三
重
ロ
ー
タ
リ
ー
で
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
が
、参
加
者
か
ら
は
通
行
量
が
多
く
高
齢
者
の
横
断
や
セ
ニ
ア
カ
ー

が
心
配
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

安全運転してね
保育園児の呼びかけに微笑む
ドライバー
　女性ドライバークラブ主催の交通安全祈願の餅つ
きが、4月10日道の駅あさじで行われ、久保長子会長
が「女性ドライバー一丸となって交通事故防止に努
めましょう」と挨拶。その後、各支部長と役員が用意
した400人分の祈交通安全の札入り餅を、朝地保育園
年長児18名がドライバーにチラシと一緒に手渡しま
した。園児の「安全運
転してね」の呼びか
けに、「ありがとう。
気をつけるよ」と微
笑みながら答え、目
的地へと進んでいき
ました。

新
調
さ
れ
た
衣
装
で

活
動
を
ま
す
ま
す
盛
ん
に

　

大
野
町
に
、古
く
か
ら
伝
わ
る
浅
草
神
楽
と
犬
山
神
楽
。舞
手
の
後

継
者
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、双
方
の
地
域
が
手
を
取
り
合
い
、平
成

14
年
4
月
に
こ
の
二
座
の
神
楽
継
承
保
存
を
目
的
と
し
て「
浅
草
犬

山
神
楽
保
存
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。今
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、市
内
外
の
方
に
喜
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
古
い
衣
装
や
道
具
を
何
と
か
一
新

し
、さ
ら
に
活
発
な
活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
の
思

い
か
ら
、こ
の
度
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
衣

装
・
道
具
一
式
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
、住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
も
の
。

　

今
回
、神
楽
に
要
す
る
道
具
を
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、会
員
の
神
楽
伝
承
へ
の
意
気
込
み
が

高
ま
り
、ま
す
ま
す
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ドライバーに呼びかける
保育園児
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　4月8日、三重町松尾の旧南小学校で、あかい屋根とさくら祭りが
行われました。休校となった小学校跡地を利用し、地域おこしイベ
ントとして始めて今年で4回目。開会行事の後、餅つき大会や木工、
花炭コーナー、手作り作品や炭の直売コーナーなどがありました。
また、この日は昨年5月に発足した子ども神楽の披露もあり、大勢の
人を前にして「五方礼始」と「古刀（つるぎ）」を真剣に舞う姿に会場
からは暖かい拍手。指導者の夢は33番覚えてもらうことだそうで
す。
　それからなんといっても地区の女性たちが朝早くから準備した
250人分の椎茸汁やおにぎり。つきたての餅と一緒に無料で配ら
れ、みんなおいしそうに食べていました。
　日ごろなかなか顔を合わせることがなく、健康であることの再確
認となっているこのさくら祭り、いつまでも続いてほしいですね。

子どもたちをほめて伸ばそう
　朝地地区子ほめ事業（同実行委員会主催）の表彰式が3月29日、朝
地公民館で行われました。この事業は旧朝地町の「子ほめ条例」に続
くもので、子どもたちの善行や頑張り等を学校や地域ぐるみで認
めて表彰するものです。今年は町内小中高校生の個人13名と2団体
（20名）に親切賞や地域賞等が贈られ、受賞者を代表して勤労賞を
受賞した（平成17
年度）三重高校3
年の和田宏治さ
んが「これからも
この賞を励みに
頑張ります」とあ
いさつしました。

地域みんなでつくる あかい屋根とさくら祭り

 

朝
地
町
上
尾
塚
の
田
部
勇
さ
ん
宅
周
辺
に
あ
る
、
市
指
定
天
然
記
念
物

の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
今
年
も
た
く
さ
ん
の
花
を
付
け
て
い
ま
す
。樹
齢
推
定

３
５
０
年
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
３
月
中
旬
よ
り
咲
き
か
け
４
月
初
め
か
ら
満

開
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
今
年
は
花
数
が
多
い
け
ど
花
が
完
全
に
開
い
て
し

ま
わ
な
い
ん
で
す
。毎
年
咲
き
方
が
違
う
の
は
お
も
し
ろ
い
で
す
な
あ
」と

田
部
さ
ん
。ま
た
、近
く
に
は
県
指
定
特
別
保
護
樹
木
オ
ン
ツ
ツ
ジ
や
こ
う

も
り
滝
舟
路
跡
、私
設
無
線
博
物
館
な
ど
も
あ
り「
ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
く
だ

さ
い
」と
機
会
あ
る
ご
と
に
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
は
花
数
が
多
い 

樹
齢
推
定
３
５
０
年
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

二人三脚で生きがいづくり
　緒方町天神の宮戸ノブ子さんと八知子さんの趣味はふくろうの
飾り物づくり。自宅には大小のふくろうが風情ある木にたくさん留
まっています。細かい作業ですが「二人で一緒に協力してつくるこ
とが楽しみでもあり、生
きがいです」と仲良く話
すお二人。一つひとつが
手作りのため、個性ある
表情となり、出来上がり
が楽しみだそうです。
「緒方観光のおみやげに
なれば」と道の駅原尻の
滝にも置いているそう
です。

▲「私たちの趣味であり、生きがいです」と話す
ノブ子さん（写真右）と八知子さん（写真左）

▲皆さん、これからもがんばってくださいね

▲「古刀（つるぎ）」を堂々と舞う子どもたち

▲根まわり2.4mと2.3mの2
本が並んで咲いている
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青色防犯パトロール車によ
る防犯活動を始めます!
　3月30日、豊後大野警察署で「青色防犯パト
ロール車贈呈・出発式及び豊後大野市安全安
心パトロール連合体発隊式」が、市内12の自主
防犯パトロール隊の隊員60名の参加により行
われました。
　豊後大野市遊技業組合より寄贈された防犯
パトロール車の披露のあと、参加者全員による
防犯パレードが行われました。この車は、防犯
パトロールを行うために青色回転灯が許可さ
れた車両で、これを使用して豊後大野市防犯パ
トロール連合体による防犯活動が行われます。
　今後は新たな自主防犯パトロール隊の結成
も予定されており、安全で安心して生活できる
地域づくりが期待されます。

菅尾地域交流
センターが
完成しました
　三重町菅尾に菅尾地
域交流センターが完成
しました。同交流センターは老朽化した旧
菅尾地区公民館に代わって建設されたもの
です。地域のみなさんの要望を受け、大分県
の「輝く地域創出事業」補助金を受けて実現
しました。総事業費は2205万円。鉄骨造り
平屋建て床面積208.75㎡の交流センター
には、大小会議室・和室・調理室を備えて
います。また、菅尾小学校・菅尾幼稚園に隣
接しており、いつでも子どもたちの声を聞
くことができます。
　4月10日には関係者50人余りが集まっ
て落成式が行われました。これから菅尾地
域を中心とした地域産業振興・地域間交流・
地域防災の拠点として、大いに活用される
ことが期待されます。

第
1
回

豊
後
大
野
市
剣
道
祭

小
学
生
中
学
年
の
部

　

優　

勝 

久
原
大
地（
百
枝
少
剣
）

　

準
優
勝 

足
立
勝
弥（
百
枝
少
剣
）

　

第
3
位 

神
田
拓
滝（
百
枝
少
剣
）

　
　

〃　

 

黒
木　

誠（
百
枝
少
剣
）

小
学
生
高
学
年
の
部

　

優　

勝 

荒
木
大
地（
三
重
少
剣
）

　

準
優
勝 

神
田
笑
美（
百
枝
少
剣
）

　

第
3
位 

冨
田
拓
也（
大
野
少
剣
）

　
　

〃　

 

高
山　

仁（
三
重
少
剣
）

中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝 

清
田
彩
子（
大
野
中
）

　

準
優
勝 

伊
東
え
り（
緒
方
中
）

　

第
3
位 

池
永
光
咲（
千
歳
中
）

　
　

〃　

 

玉
田
恵
里（
三
重
中
）

中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝 

三
宮
直
也（
緒
方
中
）

　

準
優
勝 

赤
峰
海
永（
三
重
中
）

　

第
3
位 

藤
田
貴
志（
三
重
中
）

　
　

〃　

 

石
川
裕
樹（
千
歳
中
）

一
般
の
部（
５
段
以
下
）

　

優　

勝 

甲
斐
康
浩

　

準
優
勝 

森 

祐
作

　

第
3
位 

羽
田
野
和
尚

　
　

〃　

 

恵
良
英
輝

『
犬
飼
中
学
校
』待
望
の
校
舎
が
完
成

　

犬
飼
中
学
校
の
新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
三
階
建
て
。内
装
は
木
造
で
、

車
椅
子
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
防

犯
上
の
観
点
か
ら
外
部
侵
入
者
用
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
。使
い
や
す
さ
と
安
全
面

を
配
慮
し
た
学
習
空
間
が
完
成
し
ま
し
た
。な
お
、
体
育
館
と
プ
ー
ル
は
18
年
度
完

成
予
定
で
す
。

　

3
月
27
日
に
は
校
舎
落
成
式
典
が
新
校
舎
で

行
わ
れ
、
生
徒
会
長
の
田
口
夏
実
さ
ん
が「
多
く

の
方
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
学
べ
る
校
舎
が
で

き
ま
し
た
。校
舎
を
大
切
に
活
用
し
て
い
き
た
い

で
す
」と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

▲新しく完成した犬飼中学校

▲青色回転灯を装備した防犯パトロール車と参加
者のパレード
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夏
の
全
国
大
会
で
は「
優
勝
」を
目
指
す

　

豊
後
大
野
市
内
の
中
学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
る「
大
分
西

南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
チ
ー
ム（
会
長
三
浦
健
一
さ
ん
）」が
、
3
月
4
日

か
ら
行
わ
れ
た
２
０
０
６
年
T
K
U
旗
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
九

州
連
盟
春
季
野
球
大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し
、そ
の
報
告
に

市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

九
州
各
県
か
ら
出
場
し
た
全
33
チ
ー
ム
の
中
か
ら
勝
ち

上
が
り
、準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
大
分
西
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
。日
頃
の
練
習
の
成
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
結
果
の

よ
う
で
す
。

　
「
大
分
西
南
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
故
郷
豊
後
大
野
市
を
全
国

に
ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
全
国
大
会
ま
で
の
残
さ
れ
た

期
間
の
練
習
で
さ
ら
に
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
」と
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
甲
斐
弘
樹
さ
ん
。夏
に
出

場
す
る
全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

地道な活動で街を美しく
  3月18日から21日にかけて、三重町女性学級
連絡協議会の皆さんにより、三重町内の清掃活
動が行われました。
　観光シーズンの訪れを前にして行われるこ
の取り組みは、既に10年以上にもなり、大きな
美化運動のひとつとして定着しています。
　町内各地区から集まったたくさんのゴミに、
参加された皆さんは「もっと日常からゴミを捨
てないように呼びかけたい」と話していまし
た。

▲

市
長
と
の
硬
い

握
手
で
全
国
へ

の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た

▲こんなにもたくさんのゴミが集まりました。

第
49
回
三
重
町
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　

3
月
26
日
、
第
49
回
三
重
町
さ
く
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
の
大
会
で
は
、
参
加
者

1
5
7
人
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。主
な
大
会
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
、い
ず
れ
も
1
位
の
み
紹
介
）。

【
一
般
男
子
10
㎞
】浅
井
務（
日
田
市
役
所
）【
高
校
男
子
10

㎞
】吉
野
隆
史（
大
分
県
立
竹
田
高
校
）【
40
代
男
子
5
㎞
】

河
野
祐
三（
ト
キ
ハ
）【
50
代
男
子
5
㎞
】倉
原
準
一（
竹
田

市
荻
町
）【
60
代
男
子
5
㎞
】宮
崎
敏
信（
大
分
走
ろ
う
会
）

【
中
学
男
子
5
㎞
】福
丸
貴
弘（
八
屋
中
学
校
）【
小
学
男
子

3
㎞
】安
部
宏
平（
小
佐
井
小
学
校
）【
一
般
女
子
5
㎞
】尾

崎
多
美
子（
臼
杵
市
）【
高
校
女
子
5
㎞
】渡
部
真
子（
大
分

県
立
竹
田
高
校
）【
中
学
女
子
3
㎞
】青
木
優
子（
八
屋
中

学
校
）【
小
学
女
子
3
㎞
】森
田
侑
莉（
三
重
町
陸
上
ク
ラ

ブ
）

小さな一本一本も
大きな森に

　3月12日、大野町の日平市有林で第5回
大野町ふれあいの森・森林づくり大会が
行われ、遠くは北海道からなど、市内外か
ら約70人が参加しました。
　当日はあいにくの雨天でしたが、参加
された皆さんは小さな一本一本の苗木を
丁寧に植樹。植樹の後には、森林教室とし
て巣箱つくりも行われ、これから大きな
森になり、野鳥が多く飛来するよう願い
が込められました。

▲

一本一本大切に植えました
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　みえスポーツクラブでは、下記の日程にて総会を開
催いたします。総会ですので、たくさんの方の参加をお
願いいたします。

　市内の体育施設について、
使用料の統一を図るため、平
成18年7月1日受付分から体
育施設使用料が変わります。
　詳しくは、生涯学習課ス
ポーツ振興係及び各地区公
民館までお問い合わせくだ
さい。
<問い合わせ先>
豊後大野市教育委員会 
生涯学習課スポーツ振興係
（内線2552）
TEL 0974－22－3474
FAX 0974－22－4148

第6回全日本中学生
バドミントン選手権大会

に出場
　3月25日から27日に青森県弘前市で開催
された「第6回全日本中学生バドミントン選
手権大会」に、三重中学校から2名の選手が大
分県代表として出場しました。大会は都道府
県対抗戦で行われ、約450名の中学生の参加
により熱戦が繰り広げられました。

▲全国大会で健闘した大石拓生さん（写真右）と甲
斐 光さん（写真左）

体育施設使用料
が変わります

日時／ 5月16日㈫18時～

みえスポーツクラブ
総会のお知らせ

　フレッシュランドみえ温水プールでは、
5月5日のこどもの日を無料開放します。
対象者／高校生まで（大人は利用券が要り

ます）
利用時間帯／ 10時～17時
是非、ご利用ください!!

こどもの日無料開放!!

三重総合高等学校、開校する
　4月12日、県内初の総合選択制を導入した大分
県立三重総合高等学校の開校式・入学式が行われ
ました。この日入学したのは279人（三重本校240
人、久住分校39人）。小畑校長から「希望と誇りを
持ち、一期生として踏み出してほしい」との式辞の
後、本校の温真智愛さんと、久住分校の野田佑磨さ
んから新入生の誓いのことばが。「先輩のいない新
しい学校に不安がありますが、誇りと自覚を持ち、
新たな伝統を築いていきます」と、今後の学校生活
に対する豊富が述べられました。

▲誓いのことばを述べる本校の温真智愛さんと久住
分校の野田佑磨さん

会場／豊後大野市中央公民館
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人権・同和教育コーナー

「はだいろ」ってどんな色・・?
　絵の具や、クレヨンの色の中に「肌色」という色が
あります。「いろいろな肌の色があるのに、どうし
て日本では、あの肌色なんだろう。」「どうして、あの
色を肌色って言うんだろう。」なんて、思ったこと
はありませんか。子どものころに「これが肌色」と信
じて疑わず「肌色」として塗っていましたよね。肌の
色は、人それぞれさまざまで、必ずしもあの「はだい
ろ」にあてはまる人ばかりではありません。
　世界にはいろいろなひとが生きています。国・人
種・民族などが異なっても「同じ人間」として生き
ています。私たちの生活の場でも国際化が進み、学
校や地域に外国の人が増えています。また、日本人
でも肌の色は人それぞれです。「これが肌色」と一つ
の色しかイメージできない子どもを育てるのでは
なく異なるものを認めあえる子どもに育ってほし
いなと思います。
　しかし、私たちは「大半の人が当てはまる」とか
「昔からそうなっている」などこのようなことを深
く考えずに当たり前だと思いこみがちです。そんな
考え方から生まれる行動や決まりや生活用具は結

果として私たち自身の選択肢をせばめ、多用である
ことや違うことを認めない状況をつくり出してい
ます。
　偏ったものの見方にとらわれないで、もう一度身
のまわりのことについて「人を大切にする」と言う
ことを考えてみたいと思います。クレヨンの中にも
地球の中にも一つの「肌色」ではなくいろいろな「肌
の色」があります。「みんなちがってみんないい」人
間味あふれるまちになるように、一人一人が身近な
ところから変わっていきたいものです。
　※以前、新聞の記事に「あるクレヨンメーカーが、
〝はだいろ〟という名称を廃止し、〝ペール・オレン
ジ〟に切り換える」という記事がありました。肌の色
は〝はだいろ〟というように「何も考えずに塗る」の
ではなく「自分の思うように塗ればいい」という、子
どもの教育上の観点からのようです。

◉学生さん必見!!学生納付特例制度
　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険
料を納めなければいけません。しかし、本人の所得が一定以下の学生については、在学中
の保険料納付を猶予し、卒業後に後払いできる「学生納付特例制度」が設けられています。
　住民票のある市町村役場国民年金係で、年金手帳、印鑑、学生証または在学証明書を持
参して手続きをしてください。
　なお、平成18年３月まで承認を受けている方で、４月以降も引き続き学生の場合は、再
度手続きを行ってください。

◉年金相談日　５月  ９  日㈫　豊後大野市隣保館（解放会館）
５月11日㈭　三重町商工会
５月17日㈬　竹田市総合社会福祉センター
■相談時間／ 10時～15時
◇問い合わせ先
　豊後大野市市民生活課年金係  
　TEL 0974－22－1001（内線2086）

年金係からのお知らせ

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

◇問い合わせ先
豊後大野市教育委員会生涯学習課
☎0974－22－1001（内線2162）



第14回 高齢者のよい歯のコンクール参加者募集！！
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質問① 「私たちの歯はどういう役割をしているのですか」

１．かむ⇒（効果）食物を食べる、唾液の分泌の促進、脳への刺激、歯
の病気の予防、心の安定を図ります。

２．発音を正しくします。
３．顔の調和を整えます。
４．体の平行バランスをとってくれます。

質問② 「自分の歯と入れ歯の違いはどんな点ですか」

・自分の歯はなんでもよくかんで食べられ、食べ物の味もよくわ
かりおいしく食べられます。
・入れ歯も最初はぴったりでうまく食べられますが、徐々に歯茎
の形が変わってきて合わなくなってきたりします。定期的に歯
科受診をすることをお勧めします。

質問③ 「自分の歯を残す為に必要なことは何ですか」

・バランスの取れた食事を規則正しく、よくかんで食べてください。
・食べた後（特に寝る前）は歯磨きする習慣をつけましょう。デンタルフロス・歯間ブラシなど
使ってみてもいいでしょう。
・定期的に健診を受けましょう。何らかの異常があればすぐに受診してください。

高橋　成子
歯科衛生士

　豊後大野市でも、実際に健康な歯を維持されてきた方の秘訣等紹介し、皆さんが８０歳に
なっても健康な自分の歯を20本持てるよう８０２０運動に取り組んでいます。

そこで

対象は・・・
80歳以上（大正15年３月31日以前に生まれ
た方）で自分の歯を20本以上保持している
方
※これまでのコンクールの２次審査で表
彰された方は除きます。

応募締め切り
平成１８年５月１９日㈮

実施期日・場所
一次審査及び表彰式
６月上旬　豊後大野県民保健福祉センター
二次審査及び表彰式
10月　大分県歯科医師会館（予定）
※日程などの詳細は応募いただいた方に別途
連絡します。
応募先
豊後大野県民保健福祉センター 保健師まで
（旧三重保健所）
電話 ０９７４－２２－０１６２

8
ハチマルニイマル

020運動ご存知ですか



パパママ広場（両親学級）のお知らせ
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乳幼児健診のお知らせ
健診内容 日　時 対象児 会　場

１歳６ヶ月児健診
５月18日㈭
受付13時～

三重町、清川町、犬飼町の
平成16年９月16日～10月31日生まれの幼児 三重農村環境改善

センター
３歳６ヶ月児健診

５月25日㈭
受付13時～

三重町、清川町、犬飼町の
平成14年10月16日～11月30日生まれの幼児

すくすくひろば（育児学級）
のお知らせ
日　時　５月１７日㈬　１０時～１２時
場　所　豊後大野市中央公民館
内　容　「離乳食と赤ちゃんの歯の健康づくり」
　　　　（栄養士・歯科衛生士）

発育発達チェック、子育てについての情報交換
など
※離乳食の試食をしますで、赤ちゃん用のエプロ
ンをご持参ください。
※ハンドタオルを一枚、ご持参ください。

対象児　６～７ヶ月の赤ちゃんとその保護者
※準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願
いします。

育児相談のお知らせ
お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに
関する疑問等なんでもご相談ください。

実施日 時　間 事業名 会　場

2日㈫、24日㈬ 10時～11時 子育て相談 三重ふれあい児童館

2日㈫ 10時～12時 おしゃべり広場 犬飼子育て支援センター

8日㈪、22日㈪ 14時～16時 子育て休憩室 大野保健センター

18日㈭ 10時～12時 子育て広場 千歳保健センター

　元気な赤ちゃんを生み育てるために、パパ・マ
マを対象とした両親学級を開催しています。
日　時　５月１９日㈮
　　　　受付９時１５分～９時４０分
場　所　エイトピアおおの　２F和室
内　容　「妊娠中の歯科衛生について」
　　　　（歯科衛生士）　　　　　
　　　　「子育てについて」

子育てについての情報交換・交流会など
対　象　妊婦さんと夫

※託児もおこないます。上のお子さんも
ご一緒にどうぞ！

持参品　母子健康手帳
※動きやすい服装でおいでください。
※準備の都合上、一週間前までに電話予
約をお願いします。

5月31日は世界禁煙デーです
　５月31日～６月６日は厚生労
働省が定める「禁煙週間」です。
　この機会に愛煙家の方はタバコ
を控えるとともに、皆さんで禁煙
による健康への害、受動喫煙の防
止について考えてみましょう。

エイズ検査を受けてみませんか?
　６月１日～６月７日は、ＨＩＶ検査普及週間です。豊
後大野県民保健福祉センター（旧三重保健所）では平成
18年６月７日㈬に迅速検査（当日結果返却）を夜間に実
施します。希望される方は下記までご連絡ください。
※匿名、無料、秘密厳守です！
＜問い合わせ先＞
豊後大野県民保健福祉センター（旧三重保健所）
地域福祉課　℡ ０９７４－２２－０１６２

５月の献血のお知らせ
場　所 時間 日にち

朝地支所 ９時30分～11時30分 ８日㈪
清川支所 13時～16時 ８日㈪
豊後大野市役所 10時～15時30分 26日㈮

緒方支所
（すこやかセンター）

10時～16時 29日㈪

お問い合わせは
保健師まで！

豊後大野市役所 0974－22－1001（内2131）
清川支所 0974－35－2105（内3362）   大野支所 0974－34－2305（内4866）
緒方支所 0974－42－3800（内3862）   千歳支所 0974－37－2111（内5065）
朝地支所 0974－74－1111（内4063）   犬飼支所 097－578－1111（内5521）
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中央公民館 ☎0974－22－2111
清川公民館 ☎0974－35－2372
緒方公民館 ☎0974－42－3161
朝地公民館 ☎0974－72－0048
大野公民館 ☎0974－34－2130
千歳公民館 ☎0974－37－2069
犬飼公民館 ☎097－578－1281

菅尾地区公民館　 ☎0974－22－3349
白山地区公民館　 ☎0974－26－2260
上緒方地区公民館 ☎0974－45－2001

小富士地区公民館 ☎0974－44－2111
大野公民館分館　 ☎0974－34－2130

○文化財コース（火曜日）おおいたの文化再発見
場所■豊後大野市中央公民館
開講日■7/25、8/22、9/26、10/24、11/28、

12/19、1/23、2/13
○くらし向上講座（金曜日）福祉、健康、
　マナー、環境、法律等

場　所■竹田市中央公民館
開講日■7/14、8/4、9/1、10/6、11/10、

12/1、1/12、2/2
○温泉コース（火曜日）おおいたの自然

場　所■直入中央公民館
開講日■7/11、8/1、9/19、10/17、11/14、

12/12、1/16、2/20

石けんですてきな花を
作ってみませんか?

県民自主企画講座

「石けんで作る花のギフト
～タイの国のカービング」

平成18年度 「おおいた県アカデミア大学」

「学習ノススメ」の内容訂正について
　自治委員さんを通じて配布いたしました「平成18年度 学習ノススメ 公民館教室・クラブ等のご案内」の内容につ
いて、内容の訂正がありましたのでお知らせします。みなさんのお手元の「学習ノススメ」の訂正をお願いします。

ページ 番号 クラブ名 訂正内容
P1 1 初級書道クラブ クラブ名 初級実用書道クラブ→初級書道クラブ
P2 21 初級フラダンスクラブ 日時／ 13時30分～15時→ 10時～11時30分

P3
45 三重地区囲碁クラブ 連絡先／ 22－3580→22－0887
50 子ども習字クラブ 日時／ 14時～16時→15時～17時

場　所■豊後大野市中央公民館
日　時■9月～12月
　　　　第1・3木曜日10時～12時
受講料■年間 3,000円
開講日■9/7・21、10/5、19、
　　　　11/2・16、12/9

平成18年度 豊後大野市総合文化センター エイトピアおおの 友の会会員募集
　友の会は、エイトピアおおのをはじめ、朝倉文夫記念館で行なわれる、豊後大野市主催の公演や展示に多くの方々に文化
施設に足を向けて頂き、音楽・舞台芸術・展示アートなどのすばらしさを、一人でも多くの方にお届けするため、文化情報
をいち早くお知らせするとともに、色々な特典をご用意してご入会をお待ちしております。

文化センター自主公演チケット
が、原則として一般 販売日の1
週間前から電話予約できます。
ただし、優先で購入いただける
席数には限りがあります。

　文化センター自主公演チケットを10%割引
します。（1人2枚まで） ただし、公演やチケット
種類によっては割引できないことがあります。
朝倉文夫記念館文化ホールで行われる展示の
入場料が、通常の2割引で入場できます。

　隔月に、エイトピアお
おの・朝倉文夫記念館の
催事案内等をお手元に
お届けします。

入会の方法　エイトピアおおのに備付の入会申込書に記入のうえ、年会費2,000円を添えてお申込ください。有効
期限は平成19年3月31日です。（随時受付中）申込場所 エイトピアおおの ☎0974－22－8000

特典その1 優先予約・購入 特典その2 割引販売 特典その3 催事案内

ふるさと学講座

【募集期間】4/20～5/31【問合せ先】各公民館



細かい模様のバッグ、ハワイア
ンキルト、ステンドグラス風な
ど、とてもすてきな作品です。

9
日
㈫

三 重 東 小 学 校　10時05分
ど ん ぐ り 幼 稚 園　11時

10
日
㈬

新田小学校 10時25分
新田幼稚園 12時40分

11
日
㈭

朝地小学校  12時55分
12
日
㈮

千歳小学校 10時15分
菅 尾 幼 稚 園 11時

23
日
㈫

百枝幼稚園  9時50分
百枝小学校  10時05分
清川小学校  12時40分

24
日
㈬
菅 尾 小 学 校 13時

25
日
㈭

大野小学校  12時50分
さくら幼稚園　14時

26
日
㈮

三重幼稚園 10時30分
犬飼幼稚園　12時50分

※都合により日程が変わることがあります。
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図書館だより
2006年5月　第14号

豊後大野市中央図書館
TEL/FAX 0974－22－7733

豊後大野市緒方図書館
TEL 0974－42－4141
FAX 0974－42－2705
（歴史民俗資料館と共通）
開館時間 火～金：10時～18時
　　　　 土・日：10時～17時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
は休館日です

図書館カレンダー5月

17
年
度

よ
く
読
ま
れ
た
の
は
…

　

17
年
度
に
貸
出
・
予
約
が
多
か
っ

た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

★
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク（
恩
田
陸
）★
孤

宿
の
人（
宮
部
み
ゆ
き
）★
優
し
い
音

楽（
瀬
尾
ま
い
こ
★
魂
萌
え
！
（
桐

野
夏
生
）★
野
ブ
タ
。を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス（
白
岩
玄
）★
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー

ド（
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
）★
電
車
男（
中

野
独
人
）★
容
疑
者
X
の
献
身（
東
野

圭
吾
）★
い
ま
、会
い
に
ゆ
き
ま
す（
市

川
拓
司
）

　

文
学
の
ほ
か
に
も
、
★「
定
年
退
職

後
の
生
活
＆
資
産
設
計
の
描
き
方
」★

き
ち
ん
と
し
た
電
話
対
応
の
コ
ツ
★

誰
で
も
で
き
る
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
始
め
方
、な
ど
生
活
実
用
書
や
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
、福
祉
関
係
な
ど
の
分
野

も
よ
く
借
り
ら
れ
て
い
ま
す
。何
か

困
っ
た
こ
と
、調
べ
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
図
書
館
へ
！

移
動
図
書
館
が

は
じ
ま
り
ま
す
！

　

今
年
度
も
学
校
現
場
を
中
心
に
移

動
図
書
館
が
巡
回
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
読
書
離
れ
」な
ん
て
嘘
の

よ
う
に
み
な
さ
ん
た
く
さ
ん
本
を
借

り
て
く
れ
ま
し
た
。カ
ー
ド
は
図
書
館

が
全
員
の
分
を
作
成
し
お
預
か
り
し

て
い
ま
す
。ま
た
た
く
さ
ん
借
り
て
く

だ
さ
い
ね
！

新刊案内（中央図書館）
地に埋もれて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ あさのあつこ
びっくり館の殺人‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 綾辻行人
終末のフール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 伊坂幸太郎
ママの狙撃銃‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 荻原浩
チョコレートコスモス‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 恩田陸
にわか大根‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 近藤史恵
黒い太陽‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 新堂冬樹
ドリームバスター3 ‥‥‥‥‥‥‥‥ 宮部みゆき
ママの神様‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 室井佑月
風魔 上・下 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 宮本昌孝
愛のあとにくるもの‥‥‥‥‥‥ 辻仁成&孔枝泳
空は、今日も、青いか? ‥‥‥‥‥‥‥‥ 石田衣良
ニッポンを解剖する‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 養老孟司
宇野千代の世界
できる！パソコンのお引越し
すぐに役立つ株式会社設立マニュアル
子育てハッピーアドバイス 
「生ゴミ堆肥」ですてきに土づくり
エスプレッソデザートブック
肩こり・首こりがみるみる消える100のコツ

ふれあい
コーナー

斉藤エイ子さん
（三重町市場4区）
　中央公民館のパッチワーククラ
ブで活動中です。バッグやタペス
トリーなど、見事な作品が並んで
います。

5月の図書館行事
《中央図書館》
おはなしのへや
ちゅうりっぷ組　17日㈬　10時30分～
ひまわり組　　　10・24日㈬　10時30分～
◆おはなしのへやは
５月から開始です。絵
本の読み聞かせをは
じめ、楽しい企画を用
意しています。土曜お
はなしクラブや緒方
図書館のおはなしの
へやにもぜひご参加
ください。 昨年のおはなしのへやより

土曜おはなしクラブ　27日㈯　10時30分～
古文書を読む会　　　23日㈫　13時30分～

《緒方図書館》
おはなしのへや　　　6・20日㈯　10時～

蔵書点検による休館のお知らせ
　中央図書館・緒方図書館とも、下記の日程で
蔵書点検を行います。期間中は返却口に返却を
お願いします。

5月29日㈪～6月2日㈮
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　社会では国際化が進んでいます。今月は、国際理解教育を進めるた
めに英語活動に取り組んでいる犬飼小学校からの話題です。

英語に慣れ親しもう
　犬飼小学校（岡本尚仁校長児童数164名）では、平成13年
度より総合的な学習の時間に英語活動を位置づけ、学級
担任と外国語指導助手（ALT）により国際理解教育を進め
てきました。平成17年度からは、大分県教育委員会の「小
学校英語活動推進事業」推進校の指定を受け、引き続き英
語活動に取り組んでいます。この事業の目的は、県内にい
るたくさんの留学生の活用を通して、子どもたちに早い時
期から英語に慣れ親しませることです。

歌やゲームで楽しく学ぶ
　3年生から6年生は、毎週月曜日、総合的な学習の時間
に、中学校のALT、別府大学や立命館アジア太平洋大学
の留学生に参加してもらい英語活動を行っています。
英語で挨拶したり、簡単な英語の歌を歌ったり、ゲーム
をしたりしながら外国人との交流を楽しんでいます。
この取組の様子は、市内の小学校の先生方に随時公開
しています。

APUキャンパス見学
　昨年11月、3・4年生の児童と担当教師70名で立命館
アジア太平洋大学に出かけ、キャンパス内の見学や留
学生との交流学習に取り組みました。留学生が自分の

国のことを紹介してくれたり、衣装を見せてくれたり
しましたが、子どもたちは興味を示し、いろいろなこと
を質問していました。昼食は、大学の食堂で「ロコモコ」
というハワイ料理を食べました。

視野広がる異文化体験
　民族衣装に身を包んだインドネシアの学生、中国や
台湾、コモロ連合の学生との交流に当初戸惑っていた
子どもたちでしたが、留学生が何度も犬飼小学校に来
てくれて、一緒に英語の歌やゲームを楽しむうちに彼
らと仲良くなり、また英語に慣れ親しむことができま
した。様々な国の人々と関わることで異文化体験がで
き世界に視野を広げることができました。

問い合わせ先　豊後大野教育委員会　☎0974－22－1001（内線2155）

ふるさとの歴史や地域の文化
財に関するご意見・お問い合わ
せは、文化財課までご連絡くだ
さい。

文化財課
☎0974－42－4141
■豊後大野市歴史民俗資料館
■千歳ふるさと資料館

御
嶽
流
神
楽
大
会

思
い
ま
す
。し
か
し
、演
じ
る
楽
員
に

と
っ
て
は「
音
を
取
ら
れ
る
」つ
ま
り

自
社
の
太
鼓
で
は
な
く
よ
そ
の
神
楽

社
の
太
鼓
に
合
わ
せ
て
し
ま
い
そ
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に
な
る
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、
舞
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わ
せ
る
こ

と
に
苦
労
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、「
出
会
い
神
楽
」は
、

演
じ
る
こ
と
で
、
互
い
の
舞
い
の
技

量
を
比
べ
る
良
い
機
会
と
な
り
、
楽

員
達
の
向
上
心
に
も
大
き
く
影
響
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
失
わ
れ
か
け
て

い
る
演
目
の
復
活
に
役
立
つ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。一
方
で
、各
流
派
の
神
楽

が
似
か
よ
っ
て
い
く
と
い
う
危
惧
も

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
、こ
の
豊
後

大
野
市
域
に
伝
統
的
な
芸
能
が
失
わ

れ
ず
、
多
く
残
さ
れ
て
き
た
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景
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は
、
こ
の
様
な
切
磋
琢
磨
す
る
場
が

あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
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て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　

先
月
の
2
日
に
清
川
町
で「
第
19

回
御
嶽
流
神
楽
大
会
」が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
神
楽
大
会
は
、
昭
和
63
年
の

第
1
回
大
会
か
ら
続
く
も
の
で
、
豊

後
大
野
市
を
代
表
す
る
神
楽
座
は
も

ち
ろ
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の
こ
と
、
県
内
外
の
神
楽
座

も
参
加
し
、
市
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に
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な
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ら
に
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々
な
神
楽
が
見
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る
大
変
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い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
楽
大
会
で
は
、「
出
会
い
神

楽
」と
よ
ば
れ
る
、2
社
以
上
の
神
楽
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に
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う
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踏
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と
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い
き
の
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わ
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も
ヨ
シ
、
そ
れ
ぞ
れ
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神
楽
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技
量
を
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る
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ヨ
シ
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は
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ま

た
、
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派
に
よ
る
違
い
を
探
す
も
ヨ

シ
、
い
ろ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
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と

「出会い神楽（貴見城）の様子」



豊後大野市役所
TEL0974-22-1001（代表） 　FAX0974-22-3361

清　川　支　所
TEL0974-35-2111（代表） 　FAX0974-35-2114

緒　方　支　所
TEL0974-42-2111（代表） 　FAX0974-42-4019

朝　地　支　所
TEL0974-72-1111（代表） 　FAX0974-72-0417

大　野　支　所
TEL0974-34-2301（代表） 　FAX0974-34-2277

千　歳　支　所
TEL0974-37-2111（代表） 　FAX0974-37-2140

犬　飼　支　所
TEL097-578-1111（代表） 　FAX097-578-1159

…問い合わせ先
…電話番号
…ファックス

問

FAX

問…問い合わせ先　☎…電話番号　℻ …ファックス
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問…問い合わせ先　☎…電話番号　℻ …ファックス

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
の
成
人
式
は
夏
に
行
い
ま
し
た
が
、平

成
18
年
度
は
冬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。詳
し
い

内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、該
当
者
に
案
内
す
る

と
と
も
に
、市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
催
予
定
日　

平
成
19
年
１
月
８
日
㈪

開
催
予
定
場
所　

豊
後
大
野
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
）

該
当
者

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

問
豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

☎
０
９
７
４
―
22
―
１
０
０
１（
内
２
１
６
２
）

は
り
、き
ゅ
う
施
術
担
当
者

新
規
指
定
の
お
知
ら
せ

新
規
指
定
事
業
者

ほ
ほ
え
み
鍼
灸
院（
指
定
番
号
第
25
号
）

　

竹
田
市
大
字
玉
来
５
９
０
番
地
の
４

崎
鍼
灸
院（
指
定
番
号
第
26
号
）

　

三
重
町
玉
田
１
１
３
７
番
地
５

竹
屋
治
療
院（
指
定
番
号
第
27
号
）

　

佐
伯
市
宇
目
大
字
塩
見
園
１
８
６
１
番
地
１

居
宅
介
護
用
品
費
給
付
券（
お
む
つ

券
）取
扱
店
新
規
登
録
の
お
知
ら
せ

新
規
登
録
業
者

株
式
会
社
ご
と
う（
登
録
番
号
第
31
号
）

　

緒
方
町
馬
場
91
番
地

問
豊
後
大
野
市
健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
９
７
４
―
22
―
１
０
０
１（
内
線
２
１
２
６
）

庁用バスを公売します
　豊後大野市では、庁用バスを下記の要領で公売いたします。入札参加
を希望される方は、次の事項にご留意のうえお申し込みください。

入札方法
 一般競争入札（せり売りではありません）
縦覧及び入札参加申請の期間
平成18年5月15日㈪～17日㈬までの３日間
9時～17時の間に本庁・財政課までお越しください。

入札日時及び場所
日時  平成18年5月18日（木）10時
場所  豊後大野市役所 本庁 3階正庁ホール
問豊後大野市役所財政課管財係
☎0974－22－1001（内線2025）

物品１（旧三重町車）
車種　日野レインボー
排気量　7.41リッター
乗車定員　29人
走行距離　235,517km
不良箇所　前バンパー右コス
リキズ、前バンパー左小ヘコ
ミ、左右後部塗装浮き

入札物件について
物品2（旧清川村車）
車種　トヨタコースター
排気量　3.98リッター
乗車定員　29人
走行距離　202,865km
不良箇所　エアサス不良、ラ
ジオ不良、前バンパー右下コス
リキズ、後バンパーキズ、左側
部キズ、前ワイパー要交換（サ
ビ）、バッテリー不良（要交換）

物品3（旧緒方町車）
車種　日野レインボー
排気量　6.72リッター
乗車定員　34人
走行距離　217,733km
不良箇所　内外装・機関年式
なり

物品4（旧大野町車）
車種　三菱FUSOエアロミディ
排気量　6.91リッター
乗車定員　34人
走行距離　155,750km
不良箇所　内外装・機関年式
なり
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公
立
お
が
た
総
合
病
院
の

産
婦
人
科
が
休
診
し
ま
す

　

平
素
よ
り
当
院
を
ご
利
用
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
突
然
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
益
永
産

婦
人
科
部
長
の
辞
職
に
伴
い
平
成
18
年
5
月

12
日（
金
曜
日
）よ
り
当
分
の
間
常
勤
医
師
に

よ
る
産
婦
人
科
診
療
を
終
了
せ
ざ
る
得
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。現
在
存
続
に
向
け
て
手

を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
た

な
産
婦
人
科
医
の
確
保
・
補
充
が
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
。今
後
、
で
き
る
限
り
早
期
に

診
療
を
再
開
す
べ
く
努
力
す
る
所
存
で
す
の

で
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

尚
、
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
当
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ogatahp.ddo.jp/

）

等
に
て
お
し
ら
せ
申
し
あ
げ
ま
す
。

公
立
お
が
た
総
合
病
院
院
長　

野
田
健
治

☎
０
９
７
４
―
42
―
3
１
2
１

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」の

電
話
番
号
が
全
国
共
通
化

　

４
月
１
日
か
ら
電
話
番
号
が
全
国
共
通
化

さ
れ
ま
し
た
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、職
場
で
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、つ
き
ま
と

い（
ス
ト
ー
カ
ー
）等
に
関
す
る
も
の

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０

子
ど
も
の
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
そ
の
他

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
も
の

相
談
受
付
時
間

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時

相
談
員

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

問
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

☎
０
９
７
―
５
３
２
―
３
１
６
１（
内
線
36
）

U
R
L http://w

w
w
.jinken.go.jp/oita/

oita_index.htm
l

統
計
調
査
員（
登
録
調
査
員
）募
集

　

豊
後
大
野
市
は
、
各
種
統
計
調
査
に
継
続
し

て
従
事
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

次
の
応
募
資
格
を
満
た
し
、市
長
が
認
め
た

方
を
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
、各
種
統
計

調
査
票
の
配
布
や
回
収
等
に
従
事
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。な
お
、
調
査
ご
と
に
定
ま
っ
た
報

酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

応
募
資
格

⑴
統
計
調
査
の
職
務
を
遂
行
す
る
熱
意
を
持

た
れ
る
方

⑵
調
査
業
務
を
正
し
く
理
解
し
、遂
行
で
き
る
方

⑶
秘
密
を
守
れ
る
方

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

豊
後
大
野
市
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

☎
０
９
７
４
―
22
―
１
０
０
１（
内
線
２
０
６
２
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

〜
子
ど
も
た
ち
は
家
庭
の
ぬ
く
も

り
を
求
め
て
い
ま
す
〜

　

親
の
病
気
や
離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
っ
て
、家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
子

ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、養
育
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。通
常
の
養
育
里

親
の
ほ
か
、児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
児
童
を
お
盆
や
お
正
月
に
短
期
間
預
か
る

里
親
も
募
集
し
ま
す
。関
心
の
あ
る
方
は
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

平
成
18
年
５
月
19
日（
金
）午
前
10
時

〜
12
時

場
所　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
庁
舎

隣
）

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
７
―
５
４
４
―
２
０
１
６

福
祉
事
務
所
生
活
支
援
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
９
７
４
―
22
―
１
０
０
１（
内
線
２
１
４
４
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

平
成
18
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
が

実
施
さ
れ
ま
す
。「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ

い
て
い
な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で

き
ま
せ
ん
。必
ず
審
査
会
で
登
録
証
の
交
付
を

受
け
て
下
さ
い
。

日
程　

平
成
18
年　

５
月
10
日
、
７
月
12
日
、

９
月
13
日
、11
月
８
日

平
成
19
年 

１
月
10
日
、３
月
14
日

※
全
て
水
曜
日

時
間　

10
時
30
分
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
休
憩

場
所　

大
分
県
総
合
庁
舎
６
階
61
会
議
室
３

月
14
日
の
み
８
階
82
会
議
室

※
都
合
に
よ
り
会
場
変
更
の
可
能
性
あ
り

持
参
物　

現
物
と
発
見
届
出
済
証
・
登
録
手

数
料（
１
件
６
’３
０
０
円
）

備
考　

代
理
人
可
、
但
し
家
族
以
外
は
委
任
状

が
必
要
。登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
再
交
付
手

数
料
：
１
件
３
’
５
０
０
円
）。未
登
録
物
件

の
所
持
・
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
教
育
庁
文
化
財
課
文
化
財
班

☎
０
９
７
―
５
３
６
―
１
１
１
１

（
内
線
５
４
９
６
）

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
０
９
７
４
―
42
―
４
１
４
１

5
月
5
日
か
ら
一
週
間
は

児
童
福
祉
週
間
で
す

　

社
会
の
宝
で
あ
る
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
家

庭
や
地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
の
担

い
手
と
し
て
、個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
や
社
会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

大
切
だ
よ

　
　
　

信
ら
い
す
る
こ
と　

さ
れ
る
こ
と

（
平
成
18
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」の
最
優
秀
作

品
）

人 権
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公営住宅等
の入居者を募集します

■募集住宅（公営住宅一般）
住宅名 戸数 住所 規格 申込資格

市営向田住宅 ２戸 三重町玉田1304番地1 4K

A・C・E
　〃柳井田団地 I １戸 清川町砂田1618の2番地 4DK
　〃川北第二住宅 ２戸 大野町田代1691番地1 4K
　〃もみじヶ丘住宅 １戸 大野町田中1819番地38 2DK
　〃上津尾住宅 ３戸 犬飼町下津尾3396番地1 3K

■募集住宅（特定公共賃貸住宅）
住宅名 戸数 住所 規格 申込資格

東営特定公共賃貸住宅 １戸 三重町芦刈481番地20 3LDK
B・D・E樋掛団地 １戸 大野町田代2723番地 4DK

さわやか団地千歳（新築） ５戸 千歳町新殿709番地1 3LDK

■申込資格
A 昨年1年間の家族の収入が定められた範囲内（月額所
得20万円以下）の方

B 昨年1年間の家族の収入が定められた範囲内（月額所得
20万円以上60万1千円以下）の方

C 現に住宅に困窮していることが明らかな方（持ち家の
ある方は不可）

D 自ら居住するため、住宅を必要とする方（持ち家のあ
る方は不可）

E 市税、県税等の滞納のない方

■募集期間
　平成18年5月8日㈪～5月15日㈪17時まで
　※土・日曜日、祝・祭日を除く

■申込方法
本庁建設課又は各支所産業建設課においてある申込用紙
に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて提出してく
ださい。なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もありますので、予
めご了承ください。

■公開抽選（応募者多数の場合）
○日時 平成18年5月17日 午前11時～
○場所 豊後大野市役所 建設課

問
○豊後大野市役所建設課
　TEL0974－22－1001（内線2352・2353）

平成1
9年度

から 農地保全の新制度がスタートします
■助成を受けるための3条件
１農家以外の人を含めた活動組織の結成
２組織の規約や保全活動する活動計画の作成
３市と活動する協定の締結

■活動要件
１草刈りや農道の砂利補修等、一般的に行っている作業に加え、
２水路や農道等の施設の長寿命化やきめ細かな作業と、花植や環
境美化などの環境保全活動を行う必要があります

■助成金単価
農地の面積に応じて助成し
ます。助成金は活動組織に
交付します。
地目 10a当たり単価
水田 4,400円
畑 2,800円
草地 400円

■活動組織の例

地域住民
参 加 型

農業者

水土里
ネット等

自治会

地域住民

※この助成に加え、活動している地域内で、化学肥料及び化学農薬を50%以上削
減する環境保全型農業に取り組む農業者等へ助成金の上乗せがあります。
助成単価については、平成18年度に決定します。

問豊後大野市農業振興課　☎0974－22－1001
大分県豊肥振興局豊後大野事務所水利耕地部　☎0974－22－0202
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合併前の旧7カ町村の
印鑑登録手帳をお持ちの皆さまへ

　旧7カ町村の印鑑登録手帳をお持ちの皆さまは、豊後大野市の新しい印鑑登録証（カード）に切り替える手
続きが必要です。旧7カ町村の印鑑登録手帳のままでは、他の地区の窓口（例：旧清川村の印鑑登録手帳を持っ
て本庁や緒方支所）での印鑑登録証明書の発行はお受けできませんので、お気をつけください。

切り替え場所 旧三重町が発行した印鑑登録手帳・・・豊後大野市役所本庁
旧清川村が発行した印鑑登録手帳・・・清川支所
旧緒方町が発行した印鑑登録手帳・・・緒方支所
旧朝地町が発行した印鑑登録手帳・・・朝地支所
旧大野町が発行した印鑑登録手帳・・・大野支所
旧千歳村が発行した印鑑登録手帳・・・千歳支所
旧犬飼町が発行した印鑑登録手帳・・・犬飼支所

それぞれ該当の本庁の市
民生活課、支所の市民課で
行っています。

切り替えに必要なもの　印鑑登録手帳
切り替えに来庁する方
　　　　　　　　　本人または代理人
　（代理人の場合、委任状は必要ありません）

切り替え期限●平成18年10月31日㈫
（切り替え期限が過ぎますと、旧町村の印鑑登録は無効になります。）

問い合わせ先●
豊後大野市市民生活課、
又は支所の市民課

◎ごみを自宅又は事業所から清掃センターにトラックなどで
運搬中、路上にごみを落としていくケースが多く見受けら
れ、道路沿いに住んでいる方から苦情が寄せられています。

◎ごみを飛散させると他の住民の迷惑になります。また、運搬
中にごみを落とすと後続車輌の事故の原因にもなります。

【ごみを運搬するときの注意事項】
・ごみが飛散しないようシートを掛ける。
・ごみが落ちないようロープでしっかり縛る。
・積載オーバーにならないよう何回かに分けて運ぶ。
問い合わせ先　豊後大野市役所環境衛生課
　　　　　　　TEL 0974－22－1001（内線2345）

生活環境部環境衛生課からのお願い ご存知ですかe-TAX
　「国税電子申告・納税システム（e-TAX）」の
利用で、国税に関する各種手続き（所得税の申
告等）が、自宅や事務所にいながらにしてイン
ターネット等で行うことができます。
　詳しくはホームページ（http://www.e-tax.
nta.go.jp）をご覧ください。
問い合わせ先　e-TAXヘルプデスク
　　　　　　　　TEL0570－015901
　　　　　　　三重税務署
　　　　　　　　TEL0974－22－1015

市長執務室の移動について
　市役所の行政組織機構の再編に伴いまして、平成18年5月から市長執
務室及び助役執務室が以下のとおり移動しました。市長及び助役に御
用の方は、企画部秘書政策課までお問い合わせください。

問い合わせ先
　豊後大野市秘書政策課
　TEL 0974－22－1001（内線2015）
　FAX 0974－22－3361

本庁舎
２　階



問…問い合わせ先　☎…電話番号　℻ …ファックス
市報 ぶんごおおの　2006. ５25

ご利用ください　行政相談

　5月22日から5月28日は春の行政相談週間で
す。期間中、下記の三か所で複数委員による合同相
談所を開設いたします。
　行政（国や県、市など）の仕事に対するご意見、要

望、心配事などお気軽にご相談ください。相談は無
料で、秘密は厳守します。
※定例日以外の相談は、直接委員へ電話してくだ
さい。

場　所 日　時 相談委員氏名 電話番号

三重町中央公民館1階
第4会議室

平成18年5月24日㈬
9時～12時

成田三吉郎 0974－22－0182
工藤　彰一 0974－45－2573
廣瀬　健一 0974－37－2529

朝地支所 1階相談室 平成18年5月25日㈭
9時～12時

北尾　勝義 090－4358－2158
羽田野二男 0974－35－2507

犬飼支所　1階相談室 平成18年5月25日㈭
9時～12時

佐田　信也 097－578－1820
伊東　克希 0974－34－3979

求人情報 ハローワーク大野
☎0974－22－8609　平成18年4月●●日現在

①土木管理技術者
　25歳～45歳　21.5万円～31.5万円
②建築士
　20歳～45歳　20万円～30万円
③介護職
　55歳以下　14万円～15万円
④介護職員
　年齢不問　14.7万円
⑤現場事務補助（パート）
　年齢不問　時給700円

⑥フロント
　40歳以下　12万円～13万円
⑦販売（店内管理）
　18歳～45歳　13.4万円～14.4万円
⑧婦人服販売
　25歳～50歳　11.2万円～11.7万円
⑨ガソリンスタンド販売員
　18歳～35歳　15万円～18万円
⑩調理員
　年齢不問　12.5万円～14.7万円

⑪トレーラー運転手
　45歳以下　35万円
⑫自動車整備士
　50歳以下　16.8万円～19.2万円
⑬電気工事士
　年齢不問　14.5万円～25万円
⑭緑化・土木作業員
　55歳以下　12.6万円～14.7万円
⑮農業作業
　年齢不問　11.5万円～14.9万円

応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽にお声がけください。また、インターネット
でもお仕事を探すことができます。
アドレスは以下のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問ハローワーク豊後大野 求人情報室☎0974―22―8609

全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所の開設
　金銭、相続、家庭内の問題、職場でのセクシュアルハラスメント、い
じめ、その他の人権問題など、お気軽にご相談ください。秘密は厳守
します。　　　■日　時／平成18年6月1日㈭　10時～15時

場　所 担当者（人権擁護委員）
三重町 豊後大野市中央公民館 加峰英明 宮﨑茂喜 波津久公子
大野町 豊後大野市隣保館 原野帝子 柿迫正命
緒方町 豊後大野市緒方支所 亀井芳子 小山正和
朝地町 朝地町憩いの村 伊藤憲正 森 知子
清川町 豊後大野市清川支所 三浦興平
千歳町 豊後大野市千歳公民館 有田久士
犬飼町 豊後大野市犬飼集会所 五十嵐康郎 秦 正也

問い合わせ先／竹田人権擁護委員協議会
　　　　　　　（大分地方法務局竹田支局内）TEL 0974－62－2315

合
同
水
難
救
助
訓
練
が行わ

れ
ま
す

　

豊
後
大
野
警
察
署
、
大
分
県
防
災
航
空
隊
及
び

豊
後
大
野
市
消
防
本
部
で
は
、
合
同
に
よ
る
水
難

救
助
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

有
事
の
際
に
連
携
を
と
り
、
迅
速
か
つ
的
確
な

救
助
を
行
う
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ

ご
参
観
く
だ
さ
い
。

日　

時
■
5
月
11
日
㈭　

10
時
〜

場　

所
■
千
歳
町
柴
山
・
三
重
町
宇
対
瀬 

大
野

川
河
川
敷
一
帯
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戸
籍
の
窓

◇
お
誕
生
お
め
で
と
う

﹇
３
月
中
届
出
・「　

」内
は
保
護
者

敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
池
田
優
斗（
ゆ
う
と
）

「
秀
樹
・
あ
や（
浅
水
）」●
安
藤
七

珠（
な
な
み
）「
王
人
・
真
由
美（
三

重
大
原
）」●
堀
舞
桜
里（
ま
お
り
）

「
義
徳
・
幸
美（
三
重
大
原
）」●
神

品
遥
叶（
は
る
と
）「
孝
幸
・
徳
子

（
西
原
）」●
足
達
み
や
び「
雅
樹
・

美
保（
市
場
一
区
）」●
中
村
天
海

（
あ
み
）「
純
一
・
忍（
市
場
二
区
）」

●
後
藤
晴
幸（
は
る
ゆ
き
）「
幸
雄
・

真
奈
美（
市
場
三
区
）●
江
藤
乃
愛

（
の
あ
）「
宗
之
・
理
恵（
上
赤
嶺
一

区
）」●
農
上
敢（
か
ん
）「
貴
博
・

麻
理
子（
上
赤
嶺
二
区
）」●
深
田

惇
友（
し
ゅ
ん
と
）「
誠
・
春
香（
下

赤
嶺
中
）」●
由
衛
絢
佳（
あ
や
か
）

「
豊
秋
・
眞
利
子（
三
重
原
）」●
大

崎
桜
子（
さ
く
ら
こ
）「
慶
史
郎
・
美

穂（
三
重
原
）●
後
藤
心
華（
こ
は

る
）「
勝
重
・
成
美（
三
重
原
）」●
土

谷
春
樹（
は
る
き
）「
秀
樹
・
里
香

（
三
重
原
）」●
渡
邉
琉
吾（
り
ゅ
う

ご
）「
知
崇
・
優
子（
三
重
原
）」●
渡

邊
純
名（
あ
や
な
）「
征
宏
・
美
由
紀

（
三
重
原
）」●
木
村
優
斗（
ゆ
う
と
）

「
慎
吾
・
愛（
内
田
）」●
久
知
良
勇

晴「
康
浩
・
歩
美（
久
知
良
一
区
）」

【
清
川
】●
藤
原
杏
称（
あ
ん
な
）

「
惣
一
・
雅
予（
砂
田
）」

【
緒
方
】●
後
藤
結
華（
ゆ
い
か
）

「
嘉
明
・
直
子（
上
自
在
）」●
衛
藤

悠
希（
ゆ
う
き
）「
健
志
・
幸
子（
馬

場
）」●
原
尻
杏
実（
あ
み
）「
雄
一
・

香
織（
井
上
）」●
戸
髙
修（
し
ゅ

う
）「
文
治
・
佳
代（
久
土
知
）」

【
朝
地
】●
羽
田
野
花
菜（
は
る
な
）

「
博
文
・
ル
ミ（
鳥
屋
）」

【
大
野
】●
工
藤
麻
由
佳（
ま
ゆ
か
）

「
修
一
・
祐
子（
大
野
大
原
）」●
阿

南
優
愛（
ゆ
あ
）「
誠
二
・
小
百
合

（
中
原
）」

【
千
歳
】●
十
時
優
菜（
ゆ
う
な
）

「
竜
哉
・
麻
衣
子（
横
尾
）」●
林

篤
弥（
あ
つ
や
）「
賢
児
・
麻
里（
高

添
）」●
佐
伯
晴
哉（
は
る
や
）「
剛
・

理
恵（
壱
丁
田
住
宅
）」●
小
野
蓮

斗（
れ
ん
と
）「
孝
博
・
優
子（
壱
丁

田
住
宅
）」

【
犬
飼
】●
髙
山
楽
功（
ら
く
）「
秀

樹
・
奈
穂
美（
上
津
尾
住
宅
）」

◇
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

﹇
３
月
中
届
出　

敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
神
志
那
ト
モ
ヱ（
87
・

浅
水
）●
麻
生
妙
子（
82
・
市
場
一

区
）●
小
田
原
シ
ケ
子（
73
・
市
場

二
区
）●
佐
藤
納（
86
・
上
赤
嶺
二

区
）●
小
里
五
月（
52
・
上
赤
嶺
二

区
）●
河
野
ツ
ヤ
子（
76
・
肝
煎
一

区
）●
芦
刈
一
三（
81
・
芦
刈
）●
河

野
フ
ミ
子（
87
・
入
北
）●
吉
良
田

テ
ツ
ミ（
82
・
入
北
）●
河
室
サ
ツ

キ（
83
・
三
重
原
）●
佐
藤
ヱ
ミ
子

（
75
・
下
小
坂
）●
佐
藤
廣
行（
69
・

下
小
坂
）●
江
藤
兵
平（
81
・
久
原
）

●
杉
田
タ
カ
ヲ（
78
・
高
寺
）●
新

宮
ケ
サ
エ（
83
・
久
知
良
一
区
）●

佐
藤
春
行（
64
・
久
知
良
一
区
）●

首
藤
智
惠
子（
89
・
紫
雲
荘
）●
江

藤　

ア
ヤ
子（
91
・
紫
雲
荘
）

【
清
川
】○
岑
髙
雄（
72
・
清
川
天

神
）○
佐
保
文
正（
88
・
砂
田
）●
甲

斐
芳
子（
56
・
駅
前
）

【
緒
方
】●
深
田
久
夫（
88
・
中
野
）

●
工
藤
久
成（
76
・
中
野
）●
右
田

ミ
ヱ
キ（
91
・
木
野
）●
野
仲
ナ
ミ

コ（
92
・
木
野
）●
嶺
ユ
リ
子（
88
・

草
深
野
）●
羽
田
野
シ
ナ（
91
・
上

自
在
）●
廣
瀨
重
子（
87
・
馬
場
）●

衛
藤
福
助（
81
・
馬
場
）●
後
藤
君

江（
78
・
常
楽
荘
）

【
朝
地
】●
阿
南
八
千
子（
75
・
近

地
）●
能
一
孝
子（
72
・
坪
泉
）●
朝

倉
正
臣（
79
・
板
井
迫
）●
加
藤
千

里（
91
・
和
田
）●
三
浦
忠
男（
74
・

上
尾
塚
）●
板
倉
達
夫（
57
・
綿
田
）

【
大
野
】●
麻
生
ミ
ツ（
92
・
大
野

町
）●
羽
田
野
正
一（
70
・
佐
代
）●

後
藤
重
正（
66
・
片
島
）●
阿
部
重

德（
87
・
屋
原
）●
重
石
佳
宏（
60
・

津
留
）●
後
藤
美
知
子（
70
・
十
時
）

●
坂
本
キ
ヨ
子（
79
・
後
田
南
）

【
千
歳
】●
足
立
八
千
代（
96
・
大

迫
）

【
犬
飼
】●
後
藤
美
佳（
17
・
黒
松

西
）●
阿
南
達
雄（
66
・
黒
松
西
）●

佐
藤
三
平（
95
・
下
野
）●
三
浦
準

三（
59
・
上
津
尾
住
宅
）●
村
上
シ

ズ
子（
86
・
高
松
）大
塚
勝
義（
75
・

鳥
穴
）

◇
香
典
返
し

﹇
３
月
中
届
出
分
を
掲
載
。（　

）内

は
故
人　

敬
称
略
﹈

☆
豊
後
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
三
重
】●
阿
南
昭
子（
亡
夫
良
勝
）

●
芦
刈
忠
治（
亡
父
一
三
）●
神
志

那
雅
数（
亡
母
ト
モ
エ
）●
清
水
透

（
亡
父
佐
藤
廣
行
）●
江
藤
一
彦

（
亡
父
兵
平
）●
河
野
真
哉（
亡
母

ツ
ヤ
子
）●
田
吹
健
次（
亡
母
嘉

子
）●
佐
藤
祝
美（
亡
妻
ヱ
ミ
子
）

●
吉
良
田
順
市（
亡
母
テ
ツ
ミ
）●

心
の
灯

足
立
奈
良
子（
亡
夫
鐵
平
）●
麻
生

二
三
男（
亡
母
妙
子
）●
新
宮
勝

（
亡
母
ケ
サ
エ
）●
佐
藤
益
豊（
亡

父
春
行
）●
河
野
健（
亡
母
フ
ミ

子
）

【
清
川
】●
佐
保
信
一（
亡
父
文
正
）

●
衛
藤
秀
廣（
亡
父
敏
文
）●
甲
斐

一
成（
亡
妻
芳
子
）●
岑
浩（
亡
父

髙
雄
）

【
緒
方
】●
三
代
国
昭（
亡
父
高
士
）

●
阿
南
正
一（
亡
父
隊
蔵
）●
桑
山

玖
美
子（
亡
母
廣
瀨
重
子
）●
三
代

喜
美
枝（
亡
夫
高
照
）●
三
代
英
治

（
亡
母
キ
ヨ
子
）●
野
仲
政
信（
亡

母
ナ
ミ
コ
）●
深
田
信
吉（
亡
父
久

夫
）●
首
藤
洋
子（
亡
母
智
恵
子
）

【
朝
地
】●
毛
利
智
子（
亡
夫
勇
喜
）

●
加
藤
裕
司（
亡
祖
母
千
里
）●
板

倉
俊
紀（
亡
父
達
夫
）●
朝
倉
カ
ツ

ヨ（
亡
夫
正
臣
）

【
大
野
】●
名
村
波
夫（
亡
父
喬
）●

羽
田
野
浩
市（
亡
父
正
一
）

【
千
歳
】●
牧
豊
喜（
亡
父
孫
八
）

【
犬
飼
】●
川
上
冨
夫（
亡
妻
安
子
）

渡
辺
博
子（
亡
母
矢
田
マ
サ
カ
）●

中
山
益
美（
亡
妻
千
壽
） 

●
阿
南
性

子（
亡
夫
達
雄
） 

●
後
藤
義
則（
亡

娘
美
佳
）

☆
そ
の
他

【
三
重
】●
芦
刈
区
に　

芦
刈
忠
治
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（
亡
父
一
三
）●
浅
水
区
、
浅
水

老
人
ク
ラ
ブ
に　

神
志
那
雅
数

（
亡
母
ト
モ
エ
）●
下
小
坂
老
人

ク
ラ
ブ
に　

清
水
透（
亡
父
佐

藤
廣
行
）●
肝
煎
一
区
に　

河

野
真
哉（
亡
母
ツ
ヤ
子
）●
下
小

坂
区
、
下
小
坂
老
人
ク
ラ
ブ
に

　

佐
藤
祝
美（
亡
妻
ヱ
ミ
子
）●

入
北
区
公
民
館
に　

吉
良
田
順

市（
亡
母
テ
ツ
ミ
）●
泉
老
人
ク

ラ
ブ
に　

足
立
奈
良
子（
亡
夫

鐵
平
）●
久
知
良
長
寿
会
に　

新
宮
勝（
亡
母
ケ
サ
エ
）●
大

原
区
へ 

長
谷
川
修（
亡
母
ト
メ

子
）

【
清
川
】●
砂
田
老
人
会
に　

佐

保
信
一（
亡
父
文
正
）●
津
留

区
、
津
留
老
人
会
に　

衛
藤
秀

廣（
亡
父
敏
文
）●
駅
前
区
に　

甲
斐
一
成（
亡
妻
芳
子
）●
天
神

老
人
会
、
六
地
蔵
組
合
に　

岑

浩（
亡
父
髙
雄
）

【
千
歳
】●
大
高
老
人
ク
ラ
ブ
に

　

牧
豊
喜（
亡
父
孫
八
）

【
犬
飼
】●
黒
松
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
に　

阿
南
輝
彦（
亡
父
達

雄
）

◇
一
般
寄
付
等　
﹇
敬
称
略
﹈

【
三
重
】●
う
つ
わ
名
品
市
協
会

か
ら
社
協
に
一
般
寄
付
●
三
浦

達
生（
下
赤
中
の
原
）か
ら
下
赤

中
の
原
老
人
ク
ラ
ブ
に
見
舞
い

返
し
●
豊
後
大
野
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
三
重
支
部
女
性
部
か

ら
紫
雲
荘
に
タ
オ
ル
１
０
０
枚

【
清
川
】●
鷹
尾
文
夫
夫
妻（
宇

田
枝
）か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
み
つ
ば
苑
へ
タ
オ
ル
・

石
け
ん

【
緒
方
】●
衛
藤
忠
臣（
馬
場
）か

ら
常
楽
荘
に
た
ま
ね
ぎ
7
キ
ロ

と
聖
護
院
大
根
18
キ
ロ
●
栗
田

洋
蔵（
大
野
町
）か
ら
常
楽
荘
に

み
つ
ば
5
箱
●
佐
藤
忠
明（
下

自
在
）か
ら
緒
方
図
書
館
に
図

書
購
入
費
●
古
庄
博
文（
原
尻
）

か
ら
緒
方
小
学
校
に
交
通
安
全

看
板

【
朝
地
】●
毛
利
智
子（
町
）か
ら

朝
地
小
学
校
に
図
書
購
入
費
、

朝
地
中
学
校
に
備
品
購
入
費

【
大
野
】●
藤
北
老
人
ク
ラ
ブ

（
藤
北
だ
る
ま
会
）か
ら
大
野

小
学
校
に
雑
巾
78
枚
●
な
な
や

会（
田
中
）か
ら
大
野
小
学
校
に

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

【
犬
飼
】●
大
塚
春
美（
栗
ヶ
畑
）

か
ら
社
協
に
本
人
見
舞
い
返
し

●
日
本
パ
ラ
カ
ヌ
ー
協
会
か
ら

犬
飼
小
学
校
に
大
型
掛
け
時
計

1月
2火
3水 第50回祖母山山開き
4木
5金 第63回犬飼名物どんこ釣り大会（犬飼町）/第6回大野川子どもふれあいどんこ釣り大会（千歳町）
6土
7日
8月 献血（9時30分～11時30分 朝地支所/13時～16時 清川支所）
9火 年金相談（10時～3時 豊後大野市解放会館）
10水
11木 年金相談（10時～3時 三重町商工会）
12金
13土
14日 第1回千歳町道路愛護デー
15月
16火
17水
18木
19金 パパママ広場（受付9時15分～ エイトピアおおの）
20土
21日  
22月
23火 第6回奥豊後支部グラウンドゴルフ大会（大野総合運動公園）
24水 行政相談（9時～12時 中央公民館）
25木 行政相談（9時～12時 朝地支所・犬飼支所）
26金 献血（10時～15時30分 豊後大野市役所）
27土 青木由紀年彫刻展（6月11日まで 朝地町 朝倉文夫記念文化ホール）
28日
29月 献血（10時～16時 緒方すこやかセンター）
30火
31水

5月 May

※行事については4月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※行政相談日（三重町どんぐり幼稚園）は土日を除く毎日10時～15時

戸口勝山 書展
（4月29日～5月14日）
朝倉文夫記念文化ホール
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　平成18年4月中、三重町内等に数件の封書（手紙）による架空請求書が届く事例が
発生しています。しかし、これまでの「はがき」同様、裏づけのない架空請求ですの
で、相手にしないようにしてください。
　封書（手紙）の送り主
　　東京都調布市仙川町1-1-10-406　　株式会社　親和
※注意事項
　●封書の連絡先には一切連絡しない。
　●電話があっても、住所・氏名等、個人情報は絶対に教えないこと
　●電話が頻繁にかかってくるなど迷惑行為があれば、NTTの迷
惑電話サービスなどの対応をとり、警察にもご相談ください。

◇問い合わせ先
　豊後大野警察署生活安全課 　 0974-22-2131
　豊後大野市防犯協会　　　　  0974-24-0117

▼編集後記
　新緑がまぶしく草木の勢いを感じるこの頃です。７
年ぶりの広報担当となりましたが、取材範囲もかなり
広く目的地に行くまで「この道でいいのかなあ」と不
安になることもしばしば。まずは地域を覚
えることからと感じています。私も新鮮な
気持ちで取り組みたいと思います。みなさ
んも気軽に声をかけてくださいね。 　　美

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

くらしのカレンダー

5月
歯科休日当番医

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

●
●
●
●

人　口
　男
　女
世帯数

43,030人
20,061人
22,970人

発行／豊後大野市
編集／企画部秘書政策課
大分県豊後大野市三重町市場1200
TEL 0974（22）1001
FAX 0974（22）3361
豊後大野市ホームページアドレス
http://www.bungo-ohno.jp/
印刷／株式会社インタープリンツ

16,402世帯
（平成18年2月28日現在）
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市
報 

ぶ
ん
ご
お
お
の
平
成
十
八
年
五
月
号

固定資産税、軽自動車税、国民健康
保険税、介護保険料、保育料、給食
費、住宅等使用料、水道料金、農業
集落排水施設使用料、下水道使用
料、浄化槽使用料、ケーブルテレビ
利用料、養護老人ホーム入所負担
金、やすらぎ団地土地使用料、市営
駐車場使用料、市有地貸付料
納 期 限　５月31日（水）
口座振替　５月25日（木）

納税等のご案内

　９日（火）大野・朝地
11日（木）緒方・清川
18日（木）千歳・犬飼・三重
23日（火）大野・朝地
25日（木）緒方・清川
30日（火）千歳・犬飼・三重

野犬の捕獲日

15 日（月）、31日（水）
14時～ 15時
【問い合わせ先】
大野県民保健福祉センター　
　0974-22-0162

猫の引取日

小児科外来当番医

当番日 医療機関名
5月

6月

３日（水）
４日（木）
５日（金）
７日（日）
14日（日）
21日（日）
28日（日）
４日（日）
11日（日）
18日（日）

高倉歯科医院（緒方町）
杉山歯科医院（犬飼町）
杉山歯科医院（臼杵市）
フレンド歯科医院（三重町）
橋本歯科医院（緒方町）
羽田歯科医院（三重町）
武藤歯科医員（犬飼町）
矢野歯科クリニック（三重町）
杉山歯科医院（臼杵市）
芦刈歯科クリニック（臼杵市）

電話番号
0974-42-3622
097-578-0101
0974-32-2167
0974-22-8828
0974-42-2515
0974-22-0317
097-578-1800
0974-22-8811
0974-32-2167
0974-32-7700

当番日

5月 （水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（土）
（日）
（土）
（日）
（土）
（日）

３日
４日
５日
６日
７日
13日
14日
20日
21日
27日
28日

公立おがた総合病院
0974-42-3121

竹田医師会病院
0974-63-3241

県立三重病院
0974-22-7700

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

■消費者苦情相談
毎週月～金曜日　９時～ 17時
豊後大野市商工観光課または各支
所産業経済課
■家事・民事出張相談
●家事調停等　５月17日（水）
　時間　９時30分～15時30分
　場所　豊後大野市中央公民館
◇問い合わせ先
　大分地方裁判所竹田支部
　　0974-63-2040

相談のご案内 ※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありま
すので、ご了承ください。
※情報は最新のものを掲載するようにしていますが、都合により当番が変更になる
場合があります。また、土曜日については他の医療機関でも小児科診療を行ってい
るところがあります。あらかじめ医療機関に電話等でお確かめください。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

封書（手紙封書（手紙）による架空請求にご注意くださよる架空請求にご注意ください！封書（手紙）による架空請求にご注意ください！

《
お
詫
び
と
訂
正
》

　

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
４
月

号「
心
の
灯
」中
、香
典
返
し

【
大
野
】（
誤
）足
立
博
文（
亡

妻
シ
ゲ
コ
）⇒

（
正
）足
立
博

文（
亡
母
シ
ゲ
コ
）、（
誤
）工

藤
一
幸（
亡
妻
マ
サ
キ
）⇒

（
正
）工
藤
一
幸（
亡
母
マ
サ

キ
）で
し
た
。お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。




